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平成３０年度 

当初予算(案)の概要《主要事項》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市企画管理部財政課 

 



（単位：千円）

１）互いを認め合う、ふれあいのまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

人権と命を尊重する文化の息づくまちづくり経費
《　人権啓発推進経費　》

継続 人権啓発課 5,292 1

“ヒロシマ”に学ぶ平和の旅・世界連邦日本大会経費
《　平和推進事業経費　》

充実 秘書広報課 1,950 2

男女共同参画推進経費
《　男女共同参画推進経費　》

継続 人権啓発課 4,753 3

２）安全で安心して暮らせるまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

安全で安心して暮らせるまちづくり推進経費
《　セーフコミュニティ推進事業経費　》《　公立保育所運営経費　》
《　学校運営経費（小学校費）　》

充実
自治防災課
保育課

教育総務課
12,889 4

避難情報等収集伝達機能強化事業
《　災害対策経費　》

新規 自治防災課 14,900 5

交通事故から高齢者の命を守る支援事業
《　交通安全対策経費　》

充実 自治防災課 1,325 6

公用車の適正管理と安全運転管理経費
《　公用車経費　》

継続 財産管理課 955 7

３）健康で元気あふれるまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

子ども家庭総合支援拠点の設置・運営
《　家庭相談員等設置経費　》

充実 こども未来課 12,103 8

子育て世代包括支援センター経費
《　母子保健事業経費　》

充実 こども未来課 8,696 9

待機児童解消に向けた取組の推進経費
《　子どものための教育・保育給付経費　》

充実 保育課 1,668,027 10

「亀岡市手話言語及び障害者コミュニケーション条例」制定記念経費
《　福祉都市推進経費　》

新規 障害福祉課 524 11

平成３０年度当初予算　主要事項

事業数 ５９ 事業 ＜新規１４事業 ・ 充実１９事業 ・ 継続２６事業＞ 



４）豊かな心と文化を育むまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

生涯学習都市宣言３０周年記念経費
《　生涯学習推進経費・財団活動費　》

新規 市民力推進課 1,373 12

教職員の校務用パソコン更新事業
《　学校運営経費（小・中学校費）　》

新規 教育総務課 20,068 13

若木の家管理事業
《　若木の家管理経費　》

充実 学校教育課 9,330 14

家庭・学校・地域の教育力向上事業経費
《　生涯学習推進経費　》

新規
充実

社会教育課 2,501 15

放課後児童健全育成事業（放課後児童会）運営経費
《　放課後児童対策経費　》

充実 社会教育課 170,625 16

第４回かめおかっこ　夢・未来　子ども読書フェスティバル開催経費
《　子ども読書推進事業経費　》

継続 図書館 593 17

学校規模適正化経費
《　事務局事務経費・通学安全対策経費（小学校費）　》

新規 学校教育課 2,212 18

外国語教育充実事業経費
《　専科指導推進事業経費　》

新規 学校教育課 6,678 19

明智光秀像建立事業
《　総務事務経費　》

新規 秘書広報課 20,000 20

「亀岡の行事と行事食（英語版）」作成経費
《　食農学習促進事業経費　》

新規 農林振興課 750 21

『かめおか霧の芸術祭』関連経費
《　文化振興経費　》

充実 市民力推進課 3,000 22

文庫資料の調査研究・保存活用推進経費
《　文庫資料保存活用経費　》

充実 文化資料館 800 23

ホストタウン関連事業経費
《　国際交流経費・生涯スポーツ振興経費　》

充実
市民力推進課
スポーツ推進課

4,580 24

第４次亀岡市総合計画～夢ビジョン～後期基本計画
シンボルプロジェクト推進経費
《　企画推進経費　》

充実 企画調整課 2,320 25

亀岡の未来を照らす希望のスタジアム建設推進等事業
《　京都スタジアム（仮称）関連事業経費　》

継続 政策交通課 2,500 26

５）人と環境にやさしいまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

アユモドキの保護・増殖推進経費
《　アユモドキが棲み続ける環境保全事業経費　》

継続 環境政策課 14,435 27

自立型再生可能エネルギーの普及を促進する経費
《　環境にやさしいまちづくり推進経費　》

継続 環境政策課 1,850 28

ゴミを出さない地域社会づくり推進経費
《　ごみ減量・資源化等推進事業経費　》

継続 環境クリーン推進課 51,108 29

人と環境にやさしいまちづくりを支援する事業
《　組合等区画整理補助事業費　》

継続 都市整備課 144,597 30

「亀岡まるごとガーデン・ミュージアム」プロジェクト
《　緑花推進経費　》《　道路維持経費　》

継続
都市計画課
都市整備課
土木管理課

16,350 31

にぎわいの創出と自然環境と共生する京都・亀岡保津川公園の整備事業
《　公園緑地整備事業費　》

継続 都市整備課 172,673 32

亀岡運動公園整備事業
《　公園緑地整備事業費　》

新規
充実

都市整備課 45,450 33



６）活力あるにぎわいのまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

亀岡牛ブランド力・安定供給強化推進事業経費
《　畜産振興関係経費　》

新規
充実

農林振興課 6,678 34

森のステーションかめおか推進事業経費
《　住民交流推進経費　》《　観光推進経費　》

継続
市民力推進課
観光戦略課

17,259 35

森の京都DMO推進経費
《　観光推進経費　》

継続 観光戦略課 18,252 36

亀岡平和祭保津川市民花火大会実施経費
《　商工業振興対策経費　》

充実 ものづくり産業課 4,000 37

７）快適な生活を支えるまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

安全・安心で快適な道づくり事業
《　道路新設改良事業費　》《　街路事業費　》

継続
桂川・道路整備課
土木管理課

365,360 38

橋梁長寿命化修繕事業
《　橋梁維持経費　》

継続 土木管理課 30,000 39

ＪＲ千代川駅周辺整備事業
《　ＪＲ千代川駅関連整備事業費　》

充実 政策交通課 56,578 40

交通の安全と駅周辺における快適な環境づくり経費
《　違法駐車・放置自転車防止対策関係経費　》

継続 土木管理課 2,773 41

市民の生活交通の維持確保と更なる利便性向上に向けた推進経費
《　バス交通関連経費　》

充実 政策交通課 118,277 42

移住・定住促進施設開設運営経費
《　移住促進施設事業経費　》

充実 ふるさと創生課 39,481 43

移住・定住促進経費
《　移住・定住促進経費　》

充実 ふるさと創生課 11,197 44

安全なわが家の耐震化促進事業
《　安全なわが家の耐震化促進事業費　》

継続 建築住宅課 15,213 45

８）効率的で明るい都市経営 所　管　課 予　算　額 ページ

市庁舎本館照明設備ＬＥＤ化事業
《　庁舎維持管理経費　》

新規 総務課 1,680 46

通年議会実施経費
《　議会活動経費　》

新規 議会事務局 226 47

議長公用車更新経費
《　議会活動経費　》

新規 議会事務局 3,750 48

ふるさと納税推進経費
《　ふるさと力向上経費　》

充実 ふるさと創生課 310,034 49

亀岡会館及び中央公民館除却事業
《　会館運営経費　》《　公民館運営経費　》

充実
市民力推進課
社会教育課

227,700 50



特別会計 所　管　課 予　算　額 ページ

国民健康保険事業（特別会計） 継続 保険医療課 9,302,000 51

休日診療事業（特別会計） 継続 健康増進課 21,700 52

地域下水道事業（特別会計） 継続 上下水道部各課 779,400 53

介護保険事業（特別会計） 継続 高齢福祉課 6,658,000 54

後期高齢者医療事業（特別会計） 継続 保険医療課 997,000 55

土地取得事業（特別会計） 継続 政策交通課 160,600 56

水道事業（特別会計） 継続 上下水道部各課 3,073,700 57

下水道事業（特別会計） 継続 上下水道部各課 4,145,600 58

市立病院事業（特別会計） 継続 市立病院 2,605,000 59



平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

生 涯 学 習 部 

事 業 名 
人権と命を尊重する文化の息づくまちづくり経費 

《 人権啓発推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

５，２９２千円 

（５，５９２千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

２１世紀を真に平和と人権の世紀とするため、人権と命を尊重する 

文化の息づくまちの実現を目指し、人権啓発事業を推進する。 
 

２ 事業概要 

 

○人権擁護委員による活動 
  ・市役所での人権相談（２回／月） 
  ・街頭啓発、人権の花運動 
  ・ヒューマンフェスタでの人権擁護委員コーナー開設 
 
○ヒューマンシネマ 

  ・平和月間（亀岡市）、人権強調月間（京都府）である８月に    

「平和」と「人権」をテーマにした映画会を開催 
  ※平成２９年度は８月１３日にガレリアにて開催（４００人参加） 
 
○ヒューマンフェスタ 

  ・人権週間（１２月４日から１０日）の前に人権啓発イベントを  

開催 
 ※平成２９年度は１１月１９日にガレリアにて開催 

（２，５００人参加） 
  ・人権啓発作品展示、人権パネル展、特設ステージ等実施 
 
○人権啓発広報紙「きずな」 

  ・人権啓発に係る活動等の紹介や人権関係法令等を周知 

担当課・係 人権啓発課・啓発振興係 庁内電話番号 ２２３２ 

 

- 1 -



平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

市 長 公 室 

事 業 名 
“ヒロシマ”に学ぶ平和の旅・世界連邦日本大会経費 

《 平和推進事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１，９５０千円 

  （６５５千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  人類史上初めての原爆被災地である広島を市内の中学生が訪れる 

“ヒロシマ”に学ぶ平和の旅の実施や、世界連邦日本大会を本市で開催

し、「世界連邦・非核平和都市」宣言に込められた想いを広く発信し、

一人ひとりが平和について考える機会とする。 

 

２ 事業概要 

 

 【“ヒロシマ”に学ぶ平和の旅】 

  ○対 象  市内中学生 

  ○日 時  未定（広島市日帰り） 

  ○行き先  広島平和記念公園、広島平和記念資料館、原爆ドーム 

  ○その他  実施後、参加者それぞれが、学校・家庭・地域において、 

        学習成果を伝えることで、平和意識の伝播を図る。 

 

 【第３４回世界連邦日本大会２０１８in 亀岡】 

  ○日 時  平成３０年８月１８日（土）１３：３０～１６：００ 

  ○場 所  ガレリアかめおか 

  ○主 催  世界連邦推進日本協議会 

  ○運 営  第３４回世界連邦日本大会２０１８in 亀岡実行委員会 

  ○内 容  フォーラム、講演（講師 千 玄室大宗匠）、大会宣言、 

        お茶席等 

担当課・係 秘書広報課・秘書係 庁内電話番号 ２９１３ 

 

- 2 -



平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

生 涯 学 習 部 

事 業 名 
男女共同参画推進経費 

《 男女共同参画推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

４，７５３千円 

（５，１２５千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

亀岡市男女共同参画条例に掲げる理念のもとに、「性別にとらわれず、 
誰もが自分らしく生きられるまち亀岡」を目指し、ゆう・あいステップ

プラン～男女共同参画計画～の具体的施策を推進する。 
 

２ 事業概要 

 

○女性の相談室 
 ・一般相談（面談相談と電話相談） 平日１０時から１６時 
 ・フェミニストカウンセリング（２４回／年） 

毎月第１、第３木曜日 
・法律相談（１８回／年） 

毎月第２木曜日（昼間）、隔月第４木曜日（夜間） 
 
○男女共同参画情報紙「ゆう・あいネット」 
・公募の市民スタッフによる編集（全戸配布、２回／年） 

 
○男女共同参画講座の実施 

  ・女性対象の「自己表現セミナー」 
・自治会へ出向いて開催する「地域講座」 
・男女共同参画の話題を取り上げる「ゆう・あいセミナー」 

 
○ゆう・あいフォーラム２０１８の開催 
・市民参画の企画運営委員会と亀岡市の共催で実施 

担当課・係 人権啓発課・男女共同参画推進係 庁内電話番号 ２２３４ 

 

- 3 -



平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

総務部・健康福祉部・教育部 

事 業 名 

安全で安心して暮らせるまちづくり推進経費 

《 セーフコミュニティ推進事業経費 》 

《 公立保育所運営経費 》《 学校運営経費（小学校費） 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１２，８８９千円 

 （８，２８１千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

セーフコミュニティ(ＳＣ)やインターナショナルセーフスクール

(ＩＳＳ)を通じて、事故やけがなどの外傷予防や安全向上対策を行

い、子どもから高齢者まで誰もが安全を実感し、安心して暮らせる 

まちづくりを進める。 

平成３０年中のＳＣ再々認証、ＩＳＳ再認証の取得を目指して、 

平成３０年度は審査員による本審査を行う。 

 

 

２ 事業概要 

 

  ○ＳＣ、ＩＳＳに係る審査員による本審査の実施 
 

○６つの重点課題（スポーツ、交通安全、防犯、自殺対策、乳幼児、 

高齢者）に応じた対策委員会の活動を推進 
 

  ○ＩＳＳによる安全・安心な学校・保育所づくりの推進 
 

  ○アジアＳＣ会議を通じて本市の取組を国内外に発信 
 

○計画的な外傷データの収集分析と活動効果の測定 
 

○ＳＣ及びＩＳＳの理念・活動内容の普及啓発 

 

 

担当課・係 

自治防災課・セーフコミュニティ係 

保育課・保育幼稚園係 

教育総務課・総務係 

庁内電話番号 

２３３６ 

８２５３ 

３７１２ 

 

- 4 -



平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

総 務 部 

事 業 名 
避難情報等収集伝達機能強化事業 

《 災害対策経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
１４，９００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

近年、全国各地で多発する大規模災害や平成２５年９月に襲来した 

台風１８号災害を教訓に、災害発生時に必要な情報を迅速かつ確実に 

市民へ提供できるシステムづくりが求められている。 
また、北朝鮮によるミサイル発射事案も多発していることから、国か

らの緊急情報をいち早く入手し、様々な情報媒体を活用して市民に幅広

く伝達するシステムを構築する必要がある。 
そのため、情報伝達手段の自動起動時間が短縮できる新型のＪアラー

ト受信機に更新するとともに、情報伝達手段の一つとして一斉同報  

スピーカーを市内に整備し、情報伝達機能の強化を図ることで、市民の

よりスムーズな避難行動につなげる。 
 

２ 事業概要 

 

既存の日吉ダム情報伝達装置の更新と併せ、市内各町を対象とした

「デジタル防災行政無線（同報系）システム」の基本・実施設計を行う。  

また、「Ｊアラート（全国瞬時警報システム）」の新型受信機等を導入

し、緊急情報等の収集伝達機能を強化する。 
 

○デジタル防災行政無線（同報系）システムの基本・実施設計 

平成３０年度    基本・実施設計 
     平成３１・３２年度 整備工事 
     平成３３年４月   運用開始 

 

○Ｊアラート（全国瞬時警報システム）新型受信機等の導入 

 

 

担当課・係 自治防災課・防災危機管理係 庁内電話番号 ２３３４ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

総 務 部 

事 業 名 
交通事故から高齢者の命を守る支援事業 

《 交通安全対策経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１，３２５千円 

  （９６０千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

交通事故の発生件数は減少している傾向の中で、高齢者の関係する 

事故は、全体の約３０％と依然高い構成比を示している。そこで、加齢

による身体機能や判断力の低下により、運転に不安を感じる方などに運

転免許証の返納を支援することで、交通事故のない安全安心なまちづく

りを進める。（平成２７年度に高齢者運転免許証自主返納支援事業創設） 
 

 

２ 事業概要 

 

（１）対 象 者 運転免許証の自主返納者（７０歳以上） 
 
（２）支援内容 市内バス事業者（京阪京都交通㈱）の敬老乗車券 

１冊（２０枚分）又は市内タクシー事業者（京都 
タクシー㈱）の乗車カード（５，０００円分） 

 
  （３）対象予定者 ２６５人 

 
 

 

担当課・係 自治防災課・自治振興係 庁内電話番号 ２３３２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

会 計 管 理 室 

事 業 名 
公用車の適正管理と安全運転管理経費 

《 公用車経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

    ９５５千円 

（４，５２６千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

公用車の適正管理と安全運転啓発を行うことで、公用車による事故を 

未然に防ぐ。 

また、公用車両のメンテナンスを強化し車両の更新を遅らせ、経費を 

抑制する。 

 

 

２ 事業概要 

 

○公用車の適正管理のため、平成３０年度は公用車（軽自動車）を 

  1 台更新する。 
 

○公用車事故を未然に防ぐとともに、安全意識の向上を図るために、 

安全運転に係る啓発や研修を更に充実させる。 
 

○導入から１５年以上経過している公用車両を中心に、日常点検や定 

期点検等を充実させることにより安全確保を図る。 

担当課・係 財産管理課・管財係 庁内電話番号 ３５１５ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
子ども家庭総合支援拠点の設置・運営 

《 家庭相談員等設置経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１２，１０３千円 
（７，１９７千円） 

新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  全国的に児童虐待事案が年々急増している中、児童福祉法等の法令改 

正も相まって、市区町村の果たすべき責務・役割も増大していることか 

ら、子ども家庭総合支援拠点を新たに設置し、児童等の福祉に関する相 

談対応・支援業務を積極的に展開するとともに、児童虐待の未然防止・ 

早期発見・早期対応に向けて、子どもたちの生命・健全な成長を確実に 

守る体制整備を図る。 

 

 

２ 事業概要 

 

  本市における相談・支援機能の更なる向上と併せて、児童虐待事案に

おけるより迅速・きめ細かな対応に向けて、子ども家庭総合支援拠点の

設置（体制整備）を行う。 

 

  ○子ども家庭総合支援拠点の設置（体制整備） 

   ・子ども家庭支援員、虐待対応専門員の２名増員配置 

担当課・係 こども未来課・こども支援係 庁内電話番号 ８２３２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
子育て世代包括支援センター経費 

《 母子保健事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

８，６９６千円 

（８，５６３千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

子育て世代包括支援センターにおける妊娠、出産、育児に係る相談支

援等のスタッフ体制の充実を図る。また、地域や家庭に訪問する専用車

を導入し、アウトリーチ型の相談支援を実施する体制を確保する。 
 

 

２ 事業概要 

 

 目 的   妊娠初期から関わり、妊娠期から子育て期にわたる母子保健

及び子育ての切れ目のない支援体制を構築し、子どもの良好な

発達・発育を促し、育児不安や虐待等の未然防止と早期発見・

早期対応をはかる。 
 
方 法  子育て世代包括支援センターのスタッフの嘱託職員を２名

から３名に増員し、助産師等専門職と共に母子手帳の交付、妊

産婦相談・訪問、赤ちゃん訪問等を通じ、全数を把握しながら、

心身の健康にリスクのある妊産婦や育児者に対し予防的に早

期介入できる体制を整える。 
また、地域での相談、他機関連携や自宅への訪問など妊産婦

や育児者に寄り添い、当事者目線・環境で支援を行うためアウ

トリーチに活動展開する専用車を１台購入し、さらに機動力を

高める。 
 

担当課・係 こども未来課・母子健康係 庁内電話番号 ８２３７ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
待機児童解消に向けた取組の推進経費 

《 子どものための教育・保育給付経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

    １，６６８，０２７千円 
   （１，４９５，５１２千円） 

新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

教育又は保育の必要性の認定を受けた児童を保育園や認定こども園に

入園させ、児童の健全な育成を図るために、民間保育園・認定こども園

に対して委託費・施設型給付費を支出する。 
 

 

２ 事業概要 

 

待機児童解消のため、民間保育園の定員の拡充及び認定こども園を設

置することで、保育の受け皿の確保を図る。 

 

≪参 考≫ 

 〇入所状況（平成２９年４月１日現在） ※広域入所除く 

  ・公立保育所（８園）定員  ９５０人 入所者数  ５９６人 

  ・民間保育園（７園）定員１，５５１人 入所者数１，６１２人 

民間保育園等においては、平成３０年４月に定員を１２０人 

増員し、１，６７１人とする予定。 

  ・民間保育園（７園） 定員 １，２７６人 

  ・認定こども園（２園）定員   ３９５人 

 

○入所待ち状況（平成３０年１月末現在） 

  ・入所待ち人数 １６１人（うち国定義待機児童数 ２０人） 

   

担当課・係 保育課・保育政策係 庁内電話番号 ８２５２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
「亀岡市手話言語及び障害者コミュニケーション条例」制定記念経費 

《 福祉都市推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
 ５２４千円 新規・充実・継続の別 新 規   

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

   

手話を言語として取り組む姿勢の推進とともに、障害特性に応じた 

コミュニケーション手段を合理的配慮として提供できる環境づくりを

目指し、「亀岡市手話言語及び障害者コミュニケーション条例」案を、

平成３０年３月市議会定例会に提案し、可決制定された後、本条例の 

紹介を図るとともに、障害者の歴史や背景の周知、手話をはじめ様々な

コミュニケーション手段の紹介や体験等、広く市民に啓発し、市全域で

合理的配慮ができる環境を進めることを目的に、条例制定記念事業を 

実施する。 

 

 

２ 事業概要 

 

  ○記念事業実施 

   ・開 催 月 平成３０年６月 

   ・開催場所 ガレリアかめおか 

   ・開催内容 手話劇団による公演等 

 

  ○啓発用パンフレット作成 配布（４，０００部） 

担当課・係 障害福祉課・地域生活支援係 庁内電話番号 ２７５４ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

生 涯 学 習 部 

事 業 名 
生涯学習都市宣言３０周年記念経費 

《 生涯学習推進経費・財団活動費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
１，３７３千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

昭和６３年３月の生涯学習都市宣言から３０年を迎えたことと併せ、

ガレリアかめおか開館２０周年、生涯学習市民大学開学３０周年を広く

市民に周知し、更なる生涯学習活動の推進を図ることを目的に記念事業

を実施する。 

 

 

２ 事業概要 

 

○生涯学習都市宣言３０周年記念事業 
   記念式典・講演の実施、記念誌の発行等 

 
○ガレリアかめおか開館２０周年記念事業 

    記念イベント等の実施 

   

○生涯学習市民大学開学３０周年記念事業 

    特別講演会・シンポジウムの実施、記念誌の発行等 

 

 

担当課・係 市民力推進課・市民活動推進係 庁内電話番号 ２２１２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
教職員の校務用パソコン更新事業 

《 学校運営経費（小・中学校費） 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
２０，０６８千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  市内の学校教職員が使用する校務用パソコンの更新を行うとともに、

それらを一元管理する校務用サーバについても、耐障害性を高める仕組

みを取り入れて更新を図る。 

万が一の障害発生時においても、学校業務への影響を最小限に抑え、

教職員が安心して校務を行える環境づくりを進めることで、教職員の 

学習指導や生徒指導等の教育活動の一層の充実につなげる。 

 

 

２ 事業概要 

 

  ○校務用パソコンの更新 

   対 象 校：小学校１７校・中学校７校・義務教育学校１校 

   更新内容：パソコン・サーバ・プリンタ等 

 

○情報セキュリティの強化 

 情報漏えい対策として、認証機能の強化を図り、校務上での児童・

生徒に係る個人情報等の保護を行う。 

担当課・係 教育総務課・総務係 庁内電話番号 ３７１２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
若木の家管理事業 

《 若木の家管理経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

 ９，３３０ 千円 

（ ２，３２３ 千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

小・中学校及び義務教育学校の学校教育活動での利用に際して、施設

環境を整えることで、利便性の向上を図るとともに、人間性豊かな児童

生徒の育成につなげる。 

なお、宿泊は廃止し、社会教育活動等で利用する場合は、使用料を

徴収する。 

 

 

２ 事業概要 

 

○学校教育活動に係る施設環境の整備 

 ・屋根の改修工事 

 ・駐車場スペースの整備 

 

○宿泊の廃止（平成３０年４月１日から） 

 

○社会教育活動等で利用する場合は、使用料を徴収 

（平成３０年１０月１日から） 

 

担当課・係 学校教育課・学事係 庁内電話番号 ３７３４ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
家庭・学校・地域の教育力向上事業経費 

《 生涯学習推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２，５０１千円 

（１，８９４千円） 
新規・充実・継続の別 新規・充実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 
地域と学校がパートナーとして連携・協働して各種事業を実施し、 

地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学校を核とし

た地域づくり」を目指し、地域住民の生涯学習・自己実現にもつなげる。 

 

 

２ 事業概要 

 

○地域未来塾（学習支援）の実施〔新規〕 

   家庭での学習が困難などの理由で、学習習慣が十分に身についてい

ない中学生を対象として、大学生や教員ＯＢ等、幅広い地域住民の 

協力により無料の学習支援を行い、学習習慣の確立と学力の向上を 

図る。 

  

  ○心の教育推進事業の充実〔充実〕 

地域と学校が連携・協働して地域全体で子どもの成長を支える体制

づくりの推進 

担当課・係 社会教育課・社会教育係 庁内電話番号 ３７５２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
放課後児童健全育成事業（放課後児童会）運営経費 

《 放課後児童対策経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１７０，６２５千円 

（１６８，０５５千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

   

市立小学校等に在学する児童で、保護者が就労等により昼間家庭にい

ない児童を対象に適切な遊び及び生活の場を提供し、児童の健全な育成

を図るとともに、保護者が安心して就労できる環境を提供し、子育て 

支援策の一環として寄与することを目的に、放課後児童会を開設する。 

 

 

２ 事業概要 

 

  市内全小学校区で、主に小学校の空き教室を活用し、全学年の児童を

対象に放課後児童会を開設 

   

 

  ○平成３０年度からの新たな変更・改善点 

    

   ①開設時間の延長ニーズに応えるため、平日等における午後６時 

までの開設時間に加え、新たに午後６時３０分までの３０分間を

延長時間として開設 

 

   ②年間を通じて全学年児童を受入れる児童会の早期拡大を図るた

め、開設場所の増設並びに児童支援に係る人員体制を拡充 

担当課・係 社会教育課・放課後児童係 庁内電話番号 ３７５６ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
第４回 かめおかっこ 夢・未来 子ども読書フェスティバル開催経費 

《 子ども読書推進事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
  ５９３千円 新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  「かめおかっこ 夢・未来 読書プラン」を推進し、子どもの読書  

活動の意義や重要性についての理解と関心を深めるとともに、学校・ 

地域・家庭での読書活動の充実、関係機関・団体の連携や協力の構築に

向けたきっかけづくりとして「第４回 かめおかっこ 夢・未来 

子ども読書フェスティバル」を開催する。 

  親子の参加による楽しい多彩なイベントを通じ、読書体験や交流、 

本との出会いの場を提供し、読書啓発を図る。 

 

 

２ 事業概要 

 

○開催場所 ガレリアかめおか（響ホール及びホール前） 

○実施内容 ・絵本作家講演会 

        ・ワークショップ「本と遊ぼう」 

         （読み聞かせ、パネルシアター、手作り絵本体験等） 

        ・選書会 

 

※子ども読書フェスティバルは隔年で開催 

担当課・係 図書館 電話番号 24-4710 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
学校規模適正化経費 

《 事務局事務経費・通学安全対策経費（小学校費） 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
２，２１２千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

学校規模適正化の実施に向け、学校を移ることになる児童が円滑に 

学習や学校生活を送ることができるよう、スクールカウンセラーの配置

や交流事業の実施等により不安や心配を軽減して、対象となる児童が 

安心して移れる環境を整える。 

 

 

２ 事業概要 

 

○スクールカウンセラーの配置（１名） 
        
○学校間交流事業の実施  
 

 

 

 

担当課・係 学校教育課・指導係 庁内電話番号 ３７３３ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
外国語教育充実事業経費 

《 専科指導推進事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
６，６７８千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

平成３２年度から小学校５・６年生に「外国語科」が導入されるのに

先立ち、スムーズなスタートを切るために、平成３０年度から専門性を

有する支援員を配置し、市教育委員会指導主事の体制とあわせ外国語 

教育の指導充実を図る。 

      

 

２ 事業概要 

 

小学校外国語教育支援員４名を配置し、５・６年生各５０時間の指導

を行う。 

 

◎主な内容 

○外国語指導の観点から、活動計画と授業展開を考える。 

○授業の様々な場面で、児童に十分な外国語表現のインプットを 

行う。 

○児童の発話に対して、適切なフィードバックを与える。 

  ○主に「知識・技能」、「思考・判断・表現」の面で評価を支援する。 

  ○外国語教育の推進について、小・中学校連携を図る。 

 

 

 

 

担当課・係 学校教育課・指導係 庁内電話番号 ３７３３ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

市 長 公 室 

事 業 名 
明智光秀像建立事業 

《 総務事務経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
２０，０００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  市内外から亀岡の歴史や文化を改めて感じてもらえるようなまちづ

くりを進めるため、ふるさと力向上寄附金の使途として平成２９年８月

に追加された「謎多き戦国武将、明智光秀像を建立する事業」にいただ

いた寄附金を活用し、明智光秀像建立実行委員会に対し支援する。 

 

２ 事業概要 

 

 ○平成２９年６月に市内の団体が中心となり、明智光秀のまち亀岡を 

ＰＲするために光秀像を建立することを目的に「明智光秀像建立実行

委員会」が設立され、平成３１年５月の完成を目指し取組を進めてい

る。 

 

 ○本市としてもこの活動を支援するため、ふるさと力向上力寄附金の使

途「謎多き戦国武将、明智光秀像を建立する事業」にいただいた寄附

金を活用し実行委員会へ補助する。 

 

 ○本市が加盟する「ＮＨＫ大河ドラマ誘致推進協議会」としての要望活 

動と合わせて、光秀のまち亀岡を一層ＰＲしていく。 

担当課・係 秘書広報課・秘書係 庁内電話番号 ２９１３ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

産 業 観 光 部 

事 業 名 
「亀岡の行事と行事食（英語版）」作成経費 

《 食農学習促進事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
７５０千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

  

平成２８年３月に作成した冊子「亀岡の行事と行事食」は、市内書店

等での販売開始以降、多くの市民や観光客に「食」の大切さと「魅力あ

ふれる亀岡」を発信している。 

  近年、多くの外国人観光客が亀岡を訪れていることから、四季折々の

風景や食、祭りなどの行事と食の関係等を一冊にまとめた本冊子の英語

版を作成することで、観光客を通じて亀岡の魅力を海外にも発信する。 

 

 

２ 事業概要 

    

○「亀岡の行事と行事食（英語版）」の作成・販売 

担当課・係 農林振興課・食農交流係 庁内電話番号 ３１５３ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

生 涯 学 習 部 

事 業 名 
『かめおか霧の芸術祭』関連経費 

《 文化振興経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

３，０００千円 

（１，０００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

東京２０２０オリンピック・パラリンピックや京都スタジアム（仮称）

完成に合わせて、文化芸術を通じて亀岡の魅力を発信していくととも

に、新たな文化資源・観光資源の創出や地域活性化を図る。 

 

 

２ 事業概要 

 

２０２０年までの継続的な事業実施を見据え、平成２９年度は空家を

改修した活動拠点『ＫＩＲＩ ＣＡＦＥ』を開設した。 

２年目となる平成３０年度においては、芸術系大学の学生や地域住民

との協働により更なる事業の充実を図る。 

  

○亀岡ゆかりの芸術家を紹介する事業の実施 

 

○『ＫＩＲＩ ＣＡＦＥ』での文化事業の充実 

 

○芸術系大学の学生による地域活性化事業の実施 

 

○京都府アーティスト イン レジデンス事業 

『京都Ｒｅ-ｓｅａｒｃｈ ｉｎ 亀岡』の実施  

  

 

 

担当課・係 市民力推進課 文化・国際交流係 庁内電話番号 ２２１３ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
文庫資料の調査研究・保存活用推進経費 

《 文庫資料保存活用経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

８００千円 

 （９０千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

本市名誉市民である故上田正昭氏が残された膨大な書籍と研究資料

を、長く保存活用していけるよう調査研究を進める。 
 文庫資料は、学術的にも亀岡市民にとっても、非常に貴重な資料であ

るため、知的財産として、広くその価値を問いかけるとともに、本市か

ら文化発信を続ける。 
 
 

２ 事業概要 

 

 ○生涯学習都市宣言３０周年を契機として、文庫資料の調査を進める。 

 

○講演会や資料の展示などにより、亀岡市民の知的財産として、興味と

関心を深める場を提供する。 

 

 ○市民やＮＰＯ団体、大学、企業などとの連携方法を模索し、さらに広

い情報発信と、保存活用の基盤強化を目指す。 

 

担当課・係 文化資料館 電話番号 22-0599 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

生 涯 学 習 部 

事 業 名 
ホストタウン関連事業経費 

《 国際交流経費・生涯スポーツ振興経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

４，５８０千円 

（４，０００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

東京２０２０オリンピック・パラリンピック大会において、オースト

リア共和国（空手競技）のホストタウンとして、スポーツと文化を通し

た交流事業を実施する。 
 

 

２ 事業概要 

 

 ○スポーツ交流 
  ・オーストリア空手連盟との交流事業 
  ・空手競技の紹介事業（演武披露等） 
 
 ○文化交流 
  ・姉妹都市クニッテルフェルト市との文化交流事業 

・オーストリアを紹介する事業（映画上映会等） 
  

    

担当課・係 
市民力推進課 文化・国際交流係 

スポーツ推進課 
庁内電話番号 

２２１３ 

２２５２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

企 画 管 理 部 

事 業 名 

第４次亀岡市総合計画～夢ビジョン～後期基本計画 

シンボルプロジェクト推進経費 

《 企画推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２，３２０千円 

（１３６千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  第４次亀岡市総合計画～夢ビジョン～を象徴する事業として、市民と

行政が協働で取り組み、まちづくりの基本方針に掲げる「目指す都市像」

の実現を目指す。 

  後期基本計画期間（平成２８年度～３２年度）においては「京都スタ

ジアム（仮称）と京都・亀岡保津川公園を活かしたまちづくり」をテー

マに取り組む。 

 

 

２ 事業概要 

 

  平成３０年度においては、シンボルプロジェクトのメンバー（市民・

市職員）による、平成３１、３２年度の具体的な実践内容を企画、決定

するための会議を開催する。 

  市民、団体、職員によるメンバーが一緒になり、取組内容を企画し、

実行まで行うことで、「スタジアム及び周辺のにぎわいづくり」、「スタジ

アムを中心とした市民の一体感の醸成」、「スタジアムを活用したスポー

ツ振興や健康増進の促進」等を図るとともに、「まちづくり人材の育成」

を目指す。 

 

担当課・係 企画調整課・企画推進係 庁内電話番号 ２１１３ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
亀岡の未来を照らす希望のスタジアム建設推進等事業 

《 京都スタジアム（仮称）関連事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２，５００千円 

（２，００５，１１７千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

亀岡市の経済・観光等の活性化、にぎわいのあるまちづくりの推進、

亀岡駅北土地区画整理事業との連携による亀岡駅を中心とする都市核

の形成、アユモドキを含む環境保全、また、スポーツを通じて青少年の

健全育成に寄与するため、本市の新たなランドマークとなる京都スタジ

アム（仮称）関連事業を推進する。 

 

 

２ 事業概要 

 

○ 交通量調査 
 

京都スタジアム（仮称）供用開始後に市内の交通量がどのように

変化し、そのことにより市民生活等にどのような影響があるのかを

シミュレーションするため、現況の交通量調査を京都府と連携して

実施する。 

 

担当課・係 政策交通課・政策交通係 庁内電話番号 ３３５２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

環 境 市 民 部 

事 業 名 
アユモドキの保護・増殖推進経費 

《 アユモドキが棲み続ける環境保全事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１４，４３５千円 

（１４，４８５千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

 「市の魚」であるアユモドキの保護増殖を図るため、これまでの調査

で把握した生態に関する知見を基に、生息環境の改善や生息域の拡大に

向けた調査・研究を行う。 

  また、アユモドキの保全活動の主体組織である亀岡市保津地域アユモ

ドキ保全協議会の運営に対する支援を行う。 

 

 

２ 事業概要 

 

  ○文化庁所管の天然記念物緊急調査事業を継続（国１／２補助） 

   ・アユモドキの生息環境再生等調査 

・生息環境再生整備実験地の利用状況等調査 

・外来魚調査 

・亀岡市アユモドキ緊急調査検討委員会の開催 

 

  ○亀岡市保津地域アユモドキ保全協議会の運営補助 

   ・渇水時の救出活動 

・普及啓発事業、外来魚駆除事業 

担当課・係 環境政策課・環境政策係 庁内電話番号 ２５１２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

環 境 市 民 部 

事 業 名 
自立型再生可能エネルギーの普及を促進する経費 

《 環境にやさしいまちづくり推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１，８５０千円 

（１，８５０千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

 地球温暖化対策の取り組みとして、平成２９年度から「亀岡市家庭向

け自立型再生可能エネルギー導入事業費補助金」制度を創設したところ

であり、引き続き自立型再生可能エネルギーの普及を促進するため、 

補助事業を実施する。 

 

 

２ 事業概要 

 

  市内在住で自らが居住している住宅について、住宅用太陽光発電シス

テムと蓄電設備の同時設置に対して、補助金を交付する。 

 

 補助額 

  ○太陽光発電システム １０千円／kw （上限：４０千円／４kw） 

  ○蓄電設備      ５５千円／kwh（上限：３３０千円／６kwh） 

 

担当課・係 環境政策課・環境政策係 庁内電話番号 ２５１２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

環 境 市 民 部 

事 業 名 
ゴミを出さない地域社会づくり推進経費 

《 ごみ減量・資源化等推進事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

５１，１０８千円 
（５９，５３３千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

人と環境にやさしい資源循環型のまちづくりを推進するため、新たな

ごみ処理基本計画であるゼロエミッション計画に基づき、ごみの発生抑

制、分別排出の徹底などを図る施策を充実させることにより、ごみの 

減量・資源化を推進する。 

 

２ 事業概要 

 

 ○子どもたちに美しいふるさと亀岡を残すための活動を支援 

   ごみ減量・資源化の市民活動を支援する体制の充実 

   ゼロエミッションをオールかめおかで取り組むための支援等 

  （具体的事業：ごみ減量・リサイクル推進作品コンクール等） 

 ○２Ｒ（リデュース・排出抑制、リユース・再使用）を強化 

   生活系・事業系両方の２Ｒに向けた取り組みの強化 

  （具体的事業：生ごみ処理容器等の購入に対する補助金の交付） 

 ○取り組みやすい資源化システムの構築 

   市民・事業者が取り組みやすい資源化システム、中間処理等の充

実による資源化システムの構築 

  （具体的事業：資源ごみ集団回収に対する報奨金の交付等） 

 ○ごみの適正処理に向けた体制・仕組みの整備 

   受益者負担（ごみ処理手数料）の適正化、収集運搬体制の充実等 

  （具体的事業：循環型社会推進審議会の開催） 

 ○不法投棄対策及び災害廃棄物対策の強化 

  （具体的事業：不法投棄への啓発看板の配布等） 

 

担当課・係 環境クリーン推進課・計画係 庁内電話番号 ８１１０１ 

 

- 29 -



平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
人と環境にやさしいまちづくりを支援する事業 

《 組合等区画整理補助事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１４４，５９７千円 
（１５６，９４９千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  地域の特性を活かした、市民・企業・行政の協働による人にやさしい

魅力あふれるまちづくりの推進と、良好で安全な市街地形成の促進、 

良質な宅地の供給促進、道路等の公共施設の整備を推進するため、土地

区画整理事業施行者である組合に対し、技術援助及び負担金の支援を行

う。 

 

 

２ 事業概要 

 

事 業 名：南丹都市計画事業 亀岡駅北土地区画整理事業 
 事業施行者：亀岡市亀岡駅北土地区画整理組合 
 事 業 面 積：１７．２ha 
 事 業 期 間：平成２６年度～平成３１年度 
 実 施 内 容：都市計画道路築造工事等 
 
事 業 名：南丹都市計画事業 大井町南部土地区画整理事業 

 事業施行者：亀岡市大井町南部土地区画整理組合 
 事 業 面 積：３０．７ha 
 事 業 期 間：平成２１年度～平成３０年度 
 実 施 内 容：都市計画道路築造工事等 
 

 

担当課・係 都市整備課・区画整理係 庁内電話番号 ３３３４ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部・土木建築部 

事 業 名 
「亀岡まるごとガーデン・ミュージアム」プロジェクト 

《 緑花推進経費 》《 道路維持経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１６，３５０千円 
（３０，８１０千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

亀岡市の豊かな自然や生物多様性、地域に残る文化・歴史などの魅力

ある地域資源を埋もれさせることなく、亀岡の名所づくりや原風景など

の景観保全を進めるとともに、快適で潤いのある生活環境や美しい景観

を創出し、住む人が誇れるまちづくりを促進する。 

 

 

２ 事業概要 

 

○ウェルカムガーデン整備事業 

○花と緑のまちづくり事業 

○オープンガーデン 

○亀岡の名木選定事業 

○桜守認定制度 

○わがまち花づくり推進事業 

○構想普及啓発事業（フォーラムの開催） 

○桜の名所づくり事業（新規） 

担当課・係 

都市計画課・景観係 

都市整備課・公園緑地係 

土木管理課・道路維持係 

庁内電話番号 

３３１２ 

３３３２ 

３４３４ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
にぎわいの創出と自然環境と共生する京都・亀岡保津川公園の整備事業 

《 公園緑地整備事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１７２，６７３千円 
（２８７，８００千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  レクリエーション活動や農業体験等も含めた総合利用による「にぎわ

い」や「交流」を創出し、また、アユモドキ等の生息環境を創出する「共

生ゾーン」を環境教育・啓発の拠点として整備するなど周辺の景観にも

配慮した自然と共生する総合公園として整備を行う。 

 

 

２ 事業概要 

 

○事 業 名：南丹都市計画公園事業 京都・亀岡保津川公園 
○事業面積：１３．９ha 
○事業期間：平成２６年度～平成３０年度 
○事業内容：用地取得等 

 

 

 

 

担当課・係 都市整備課・公園緑地係 庁内電話番号 ３３３３ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
亀岡運動公園整備事業 

《 公園緑地整備事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

４５，４５０千円 
（３０，４５０千円） 

新規・充実・継続の別 新規・充実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

公園施設長寿命化計画に基づき都市公園施設の整備を行い、計画的で 
適正な公園施設の維持管理を図る。 
亀岡運動公園体育館に空調設備を導入し、利用者の利便性と利用環境

の向上を図る。 
 

 

２ 事業概要 

 

○事 業 名：亀岡運動公園整備事業 
○事業箇所：亀岡運動公園体育館 
○事業内容：空調設備実施設計業務 
 
 
○事 業 名：公園施設長寿命化対策支援事業 
○事業箇所：亀岡運動公園施設 
○事業内容：プール施設更新工事等 
 
 

 

 

 

 

担当課・係 都市整備課・公園緑地係 庁内電話番号 ３３３３ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

 産 業 観 光 部 

事 業 名 
亀岡牛ブランド力・安定供給強化推進事業経費 

《 畜産振興関係経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

６，６７８千円 
（１，３３５千円） 

新規・充実・継続の別 新規・充実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

「亀岡牛」のブランド力をより一層高めるためのプロモーション活動

と、安全で衛生的な食肉の安定供給体制づくりにより、ご当地グルメ 

食材としての消費拡大を目指す。 
豊かな自然に育まれた「亀岡牛」や京野菜等、畜産物・農産物の一大

産地として様々な特産品を市内外の多くの方々にその美味しさと魅力

を伝えるために、肉フェスタ２０１８を開催する。 
また、ＨＡＣＣＰ（ハサップ）手法による衛生管理導入により、さら

に安全で衛生的な食肉の安定供給体制を整備し、ご当地グルメ食材とし

ての消費拡大を推進する。 
 

 

２ 事業概要 

 

○肉フェスタ２０１８開催 

ブランド牛「亀岡牛」をはじめとした特産品のＰＲ 

 

○亀岡牛安定供給体制推進事業助成金 
安全で衛生的な亀岡牛供給のため、ＨＡＣＣＰ（ハサップ）手法

による衛生管理導入に向けた取り組みを支援 

担当課・係 農林振興課・営農推進係 庁内電話番号 ３１５５ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

生涯学習部・産業観光部 

事 業 名 
森のステーションかめおか推進事業経費 

《 住民交流推進経費 》《 観光推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１７，２５９千円 
（２３，３００千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

   

  山々に囲まれ、生物との共生を身近に体感できる豊かな自然環境や、

付加価値の高い地域の特産品(砥石・薬草等) 等の観光資源を活かし、

田舎暮らしなどの素晴らしさを体験できるエリアを新たに創設するこ

とで「森のステーションかめおか」の地域拠点としての機能を高める。 

また、６次産業や体験観光の推進と地域周辺に点在する「匠」等を紹

介する拠点としての充実も図り、来訪者の滞在時間を延ばすことにより

地域の活性化とにぎわい創出を実現する。 

 

２ 事業概要 

 

○「森のステーションかめおか」グランドオープン 
   平成３０年５月（予定） 
  ・ファンタジーコテージ 

  ・匠ビレッジ 
  ・薬膳レストラン 
  ・薬草原ボードウォーク 

   
○各種イベント実施経費補助 

・匠の技展開催補助   
  ・プロモーションイベント補助 
  ・薬草原ワークショップ開催補助 
  ・チョロギ村自然薬草教室開催補助 
        

担当課・係 
市民力推進課・地球環境子ども村係 

観光戦略課・観光企画係 
庁内電話番号 

26-6100 

３１３２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

産 業 観 光 部 

事 業 名 
森の京都ＤＭＯ推進経費 

《 観光推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１８，２５２千円 

（２０，０００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

「森の京都」５市町（福知山市、綾部市、亀岡市、南丹市、京丹波町）

及び京都府が連携し、各地の観光地域づくりや農村都市交流、特産品の

ブランド化等の取り組みを一体的に展開・推進する組織「(一社)森の京

都地域振興社（通称：森の京都ＤＭＯ）」を中心に、観光地域づくりの

推進、地域のプロモーション活動や情報発信の一元化を推進し、観光振

興及び地域活性化を図る。 

 

 

２ 事業概要 

 

  ○森の京都ＤＭＯ負担金 

 

 

＜参考＞ 

○森の京都ＤＭＯ事業概要 

 ・マーケティング調査 

 ・各種プロモーション 

 ・着地型、体験型旅行商品の造成と販売 

 ・都市農村交流の推進 

 ・森の京都ブランドの形成と確立 

担当課・係 観光戦略課・観光企画係 庁内電話番号 ３１３２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

産 業 観 光 部 

事 業 名 
亀岡平和祭保津川市民花火大会実施経費 

《 商工業振興対策経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

４，０００千円 

（３，５００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

先の戦争や平和池の水害などの記憶を後世に伝えるため、毎年８月に

開催する亀岡平和祭の一大イベントとして保津川市民花火大会を開催

する。 

  平成３０年度においては、開催日を祝日である「山の日」に設定し、

打上げ数を増発するとともに、音楽イベント等を実施することで、更な

るまちの賑わいと商業及び観光振興を図る。 

 

２ 事業概要 

 

○第６７回亀岡平和祭保津川市民花火大会 

・主催 亀岡平和祭保津川花火大会実行委員会 

・日時 平成３０年８月１１日（土・祝日） 

１９時３０分点火  

※荒天時、１３日（月）         

・打上場所 保津橋上流右岸 

 

○内容 

・屋台村 マルシェ 平和音楽祭 花火大会 

  

○開催規模 

・打上総数 約７，０００発 

（平成２９年度実績、約５，５００発） 

・観覧者数 約８０，０００人 

（平成２９年度実績、約７０，０００人） 

担当課・係 ものづくり産業課・商工振興係 庁内電話番号 ３１１３ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

土 木 建 築 部 

事 業 名 
安全・安心で快適な道づくり事業 

《 道路新設改良事業費 》《 街路事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

 ３６５，３６０千円 

  （５９５，９２８千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

誰もが安全・快適に行き交うにぎわいとやさしさのまちづくりを支え

る道路網の計画的かつ効果的な整備を推進するとともに、地域の課題へ

の対応や歩行者の視点に立った道路整備を図る。 

 

 

２ 事業概要 

 

○道路新設改良  

【継続】保津宇津根並河線、池尻宇津根線、北古世西川線、他５路線 

【新規】西條重利線、河原町国道線、他２路線 

○歩道整備及び交通安全対策 

【継続】南つつじケ丘２号線外（歩道整備） 

    湯ノ花温泉線（歩道設置）、柏原森線(歩道設置) 

○辺地対策事業 

【継続】湯谷区道線（第２工区）、南掛湯谷線 

○街路事業 

【継続】馬堀停車場篠線（第２工区） 

 

 

担当課・係 
桂川・道路整備課・整備係 

土木管理課・道路維持係 
庁内電話番号 

３４１４ 

３４３４ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

土 木 建 築 部 

事 業 名 
橋梁長寿命化修繕事業 

《 橋梁維持経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

３０，０００千円 

（４８，０００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

亀岡市が管理する橋梁（橋長２．０ｍ以上）は、架設後長期間経過し 
ていることから、橋梁長寿命化修繕計画に基づき、これまでの事後的修 
繕や架け替えから予防的保全に転換し、計画的な修繕を行う。 
また平成２６年度の道路法及び同法施行規則の一部改正により、５年

に１回の頻度で近接目視による定期点検が義務化された。 
最終年度となる平成３０年度は１２１橋の点検を行う予定である。 

 

 

２ 事業概要 

 

橋梁定期点検（１２１橋） 
 
  

 

 

担当課・係 土木管理課・道路維持係 庁内電話番号 ３４３４ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
ＪＲ千代川駅周辺整備事業 

《 ＪＲ千代川駅関連整備事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

５６，５７８千円 

（１５，２３０千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

市内ＪＲ４駅の均衡ある整備を図り、安全・安心の歩行空間ネット 

ワークを重視したまちづくりを推進するため、平成２４年度に市北部地

域の拠点であるＪＲ千代川駅を中心とした「亀岡市バリアフリー基本構

想（千代川駅周辺地区）」を策定した。 

  この基本構想の具現化を図るため、鉄道事業者と連携を図りＪＲ千代

川駅のバリアフリー整備に取り組む。 

 

 

２ 事業概要 

 

○ 千代川駅バリアフリー整備工事 
 

スロープ等の整備工事を行い、バリアフリー整備を推進する。 
 

担当課・係 政策交通課・政策交通係 庁内電話番号 ３３５２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

土 木 建 築 部 

事 業 名 
交通の安全と駅周辺における快適な環境づくり経費 

《 違法駐車・放置自転車防止対策関係経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２，７７３千円 

（３，２５０千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  ＪＲ馬堀駅、亀岡駅、千代川駅のロータリーに設けている駅前送迎用

スペースにおける長時間駐車及び駅周辺地区における自転車の放置に

より、本来の利用環境が損なわれていることから、亀岡市駅前送迎用ス

ペース管理条例等に基づき良好な利用環境を確保する。 

 

 

２ 事業概要 

 

亀岡市駅前送迎用スペース管理条例及び亀岡市放置自転車の防止に

関する条例に基づき、駅前送迎用スペースの適正な利用促進並びに駅周

辺地区の放置自転車の防止を図るため、指導及び啓発の業務を委託す

る。 

 

担当課・係 土木管理課・管理係 庁内電話番号 ３４３２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
市民の生活交通の維持確保と更なる利便性向上に向けた推進経費 

《 バス交通関連経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１１８，２７７千円 

（１２５，６９９千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

市内バス事業者と連携・役割分担をしながら、市民の生活バス路線を

維持確保するとともに、平成２５年度に策定した「亀岡市地域公共交通

計画」に基づき、市内公共交通における利便性の向上、交通空白地域の

解消及び交通ネットワークの構築等を促進する。 

 

 

２ 事業概要 

 

○ コミュニティバス運行【２路線（亀岡地区・篠地区）】 
○ ふるさとバス運行【５路線】 
○ 地域の自主交通と連携したデマンド方式での運行補助 

（交通空白地等地域生活交通事業補助） 
○ 地方バス路線運行維持費補助【３路線】 
○ 亀岡市地域公共交通網形成計画策定 ほか 

 

 

担当課・係 政策交通課・政策交通係 庁内電話番号 ３３５２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

市 長 公 室 

事 業 名 
移住・定住促進施設開設運営経費 

《 移住促進施設事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
３９，４８１千円 新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  本市の良さを活かした移住・定住促進施設を整備、運営することによ

り移住・定住者、また観光客の増加を図り、地域活性化につなげる。 

 

 

２ 事業概要 

   

【施設概要】 
 
 所在地  西竪町内 
開 設  平成３０年秋オープン予定 
主 旨  移住希望者に生活体験をしていただくお試し住宅、観光

振興を図るための宿泊施設として運営 
 
 【事業内容】 
 

○施設の設備及び外構工事 
 
○移住・定住促進施設を活用した関連イベントの開催 
 
○城下町マップの作成等の地域資源の開発 
 
○移住・定住促進施設を核とした移住関連の情報発信 

担当課・係 ふるさと創生課・婚活・定住支援係 庁内電話番号 ２９５２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

市 長 公 室 

事 業 名 
移住・定住促進経費 

《 移住・定住促進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１１，１９７千円 

（８，９８２千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  平成１２年以降続く人口減少を食い止め、将来にわたり活力のある 

まちを維持するために、ＵＩＪターンなどによる市外からの移住者を増

やすとともに、婚活事業等を通じ少子高齢化に歯止めをかけるなどの 

対策を通じて定住者も増やすことを目的として、各種移住・定住促進 

施策を実施する。 

 

 

２ 事業概要 

 

移住促進策として、ホームページやＳＮＳ等による情報発信の強化、

補助金制度の拡充やセミナ―等での相談体制の強化による移住希望者

等への支援の充実、空き家バンク制度の活性化による市内の空き家利活

用の推進を行う。また、少子化対策として平成２９年度に引き続き婚活

イベントの継続実施を行う。   

 

・移住フェア・セミナーへの出展・参加 １２回 

・空き家改修等補助金の充実 

・同居・近居支援補助金の充実 

・地域交流施設（カフェ等）整備補助金の充実 

・空き家バンク制度の活用及び発信強化 

・婚活イベントの実施 ５回 

担当課・係 ふるさと創生課・婚活・定住支援係 庁内電話番号 ２９５２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

土 木 建 築 部 

事 業 名 
安全なわが家の耐震化促進事業 

《 安全なわが家の耐震化促進事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１５，２１３千円 

（１６，１１３千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

地震に強い安全・安心のまちづくりを推進するため、木造住宅の耐震

化を促進する各種助成事業を実施 

 

２ 事業概要 

○木造住宅耐震診断士派遣制度（対象戸数２０戸） 
  

 
 
 

○木造住宅耐震改修費補助制度 
 

助成区分 
耐震改修 

（対象戸数 10戸） 
簡易耐震改修 

（対象戸数 12戸） 
耐震シェルター 
(対象戸数 3戸) 

対象住宅 昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工した木造住宅 

対象経費 
改修後の評点が 0.7

以上に向上する改修

に要する費用 

屋根の軽量化等、耐震

性が確実に向上する

改修に要する費用 

高齢者・障害者等が居

住する住宅に耐震シェ

ルターを設置する費用 

耐震診断 必 要 不 要 

補助金 
対象経費の 3/4 以内 

最大 90 万円まで 

対象経費の 3/4 以内 

 最大 30 万円まで 

 
○木造住宅耐震化普及・啓発事業 

   住宅所有者に対する耐震相談会、町内会・小学校への出前授業、 

   耐震化支援制度周知リーフレットの制作等 

担当課・係 建築住宅課・住宅係 庁内電話番号 ３４５２ 

 

耐震診断の通知、耐震工事費の提示、改修に関する提案等を実施  
   ①昭和 56年 5月 31 日以前に着工した木造住宅  

 ②補助金 5万円／戸（別途市民負担額 3,000 円） 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

総 務 部 

事 業 名 
市庁舎本館照明設備ＬＥＤ化事業 

《 庁舎維持管理経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
 １，６８０千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  経費の節減及び低炭素化社会の実現に向け、庁舎本館の照明を省エネ 

ルギーかつ長寿命のＬＥＤ照明に更新し、電気使用料及び二酸化炭素排 

出量の削減を図る。 

 

 

２ 事業概要 

 

  庁舎本館の照明をＬＥＤに更新する。更新にあたっては、費用の平準

化を図るため、リース契約を予定。 
 

  ○実施箇所  事務エリア等、常時点灯している照明 
 

  ○数  量  約１，４００灯 
 

  ○削減効果（見込み） 

   ・電気使用料     ▲  １，３４０千円／年 

   ・消耗品費      ▲    ３２４千円／年 

   ・二酸化炭素排出量  ▲ ４９，８００ｋｇ／年 

担当課・係 総務課・総務係 庁内電話番号 ２３１３ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

    議 会 事 務 局 

事 業 名 
通年議会実施経費 

《 議会活動経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
  ２２６千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  平成３０年６月から議会の会期を概ね１年間とする「通年議会」を導

入する。これにより、いつでも本会議等を開くことができる体制を整備

し、迅速に議案審査ができるようにすることで、より積極的な議会活動

を目指す。 
 

 

２ 事業概要 

 

  通年議会の導入により、毎年６月から３月までの期間を定例会の会期

とする。この間は、従来通り６月、９月、１２月、３月には本会議等を

開き、議案審議や一般質問を実施する。また、休会中に議案が提案され

るときは、特別議会により対応することで、議会機能の充実や迅速な行

政執行につなげる。 
 

担当課・係 議会事務局・議事調査係 庁内電話番号 ２０５５  
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

議 会 事 務 局 

事 業 名 
議長公用車更新経費 

《 議会活動経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
  ３，７５０千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  経年により老朽化した議長公用車を更新し、安全性と機動性を確保す

る。 

 

 

２ 事業概要 

 

  平成１７年度に議長公用車を購入してから１２年が経過し、経年劣化 

 による故障やトラブルの頻発が懸念される中で、議長公用車の更新によ 

 り、安全性と機動性を確保する。 

 

担当課・係 議会事務局・総務係 庁内電話番号 ２０５４  
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

市 長 公 室 

事 業 名 
ふるさと納税推進経費 

《 ふるさと力向上経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

３１０，０３４千円 

（１６９，５９６千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  ふるさと納税制度を活用して本市の魅力をＰＲすることで、寄附金の

増額による収入の確保と、返礼品として地元産品やサービス等を活用

し、本市の産業振興・地域経済の活性化を図る。 

 

  

２ 事業概要 

 

○ふるさと納税額２億円＋αを目指した施策の推進 

   

○インターネット受付サイトを拡充して申込窓口の充実を図り、さら

なる寄附者の利便性向上、ＰＲ強化に取り組む。 
 

○魅力的な返礼品の充実に向けて、市内事業者等との連携強化や新た

な返礼品の掘り起しを行う。 
 
  （参考） 

平成２８年度ふるさと納税額 １７３，８６４，２６４円 

 

 

担当課・係 ふるさと創生課・ふるさと推進係 庁内電話番号 ２９５２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

生涯学習部・教育部 

事 業 名 
亀岡会館及び中央公民館除却事業 

《 会館運営経費 》《 公民館運営経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２２７，７００千円 

 （１９，１６３千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 
亀岡会館及び中央公民館は、昭和４５年の建設から約５０年が経過し

ており、耐震診断の結果、「大規模地震の場合に倒壊の危険性が高い」

と診断され、それぞれ平成２７年１月（亀岡会館）及び平成２８年４月

（中央公民館）から休館している。 
両施設ともに老朽化が著しく、耐震補強等の長寿命化は困難であるた

め、除却工事を実施する。 
 

２ 事業概要 

 

 【施設の概要】 

  ○亀岡会館 

   ・所在地  亀岡市内丸町１番地の１８ 

   ・建 物  鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造 

         地上５階、地下１階 

   ・延床面積 ５，５２７．４０㎡ 

 

   ○中央公民館 

   ・所在地  亀岡市内丸町４５番地の３ 

   ・建 物  鉄筋コンクリート造 

         地上２階、地下１階 

    ・延床面積 １，０７０㎡ 

担当課・係 
市民力推進課 文化・国際交流係 

社会教育課 社会教育係 
庁内電話番号 

２２１３ 

３７５２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

環 境 市 民 部 

事 業 名 国民健康保険事業（特別会計） 

予 算 額 

（前年度予算額） 

 ９，３０２，０００千円 

（１１，５８８，０００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

国民健康保険事業特別会計は、亀岡市国民健康保険に加入する人の 

医療費の給付、保険料の賦課徴収、保健事業などの事務を行う。 

平成３０年度から都道府県単位の国民健康保険事業となり、都道府県

と市町村がともに共同保険者となって運営する。安定的な財政運営と事

務の効率化のため、新たに定められた広域化支援方針に基づき、都道府

県ごとのルールで算定された事業納付金や標準保険料率に沿って事業

運営を行う。 

また、広域化にあわせて滞納分の保険料徴収事務を京都地方税機構へ

移管し、保険料収納率の向上と事務の効率化を図る。 

 

 

２ 事業概要 

 

国民健康保険の共同保険者として、保険給付をはじめ被保険者の健康 

の保持増進のための保健事業、これらの財源に充てるための保険料の 

徴収などを行う。 

 

○国民健康保険への加入、脱退手続き 

○国民健康保険料の賦課決定及び徴収 

○保険給付の申請受付、支給事務 

○被保険者の保健事業 など 

 

 

担当課・係 保険医療課・国保料係・国保給付係 庁内電話番号 ２５７３ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 休日診療事業（特別会計） 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２１，７００千円 

（２１，１００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

市民の安全・安心を確保することを目的に、多くの開業医が休診する

日曜日、祝日、振替休日、年末年始に、緊急に医療を必要とする市民に

対応するため休日診療所を開設し、内科及び小児科の応急的な診療を行

う。 

 

 

２ 事業概要 

 

年間診療日数  平成３０年度   ７２日 
 診 療 科 目    小児科、内科 
 出 務 体 制    医師、薬剤師、看護師、医療事務員、事務職員 
 診 療 体 制  １診療体制を基本にゴールデンウィーク、年末 
        年始は２診療体制で診察する。 

インフルエンザ等の流行期に、患者の急増が予測 
される場合も２診療体制で診察を実施する。 

 

 

 

担当課・係 健康増進課・医療係 庁内電話番号 ２７９７ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

上 下 水 道 部 

事 業 名 
水質保全と快適なくらしを築く地域下水道 
《 地域下水道事業（特別会計） 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

７７９，４００千円 

（８００，５００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

地域下水道の区域で事業を実施し、生活排水の処理を通じて公共用水

域の水質保全と生活環境の改善を図り、快適で住みよいまちづくりを推

進する。 

 

 

２ 事業概要 

 

生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、地域下水道施設

の適正な管理・運営を実施する。 

 
 

 

 

担当課・係 
下水道課・施設整備係 

・年谷浄化センター 
庁内電話番号 

３６７４ 

24－4443 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 介護保険事業（特別会計） 

予 算 額 

（前年度予算額） 

６，６５８，０００千円 

（７，５２５，０００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

急速な高齢社会の進展に伴い、誰もが直面する「介護」を社会全体で

支える仕組みである介護保険事業の円滑な実施に努める。 

また、高齢者が住みなれた自宅や地域で安心して暮らしていけるよう

に、一人ひとりの状況に応じた介護予防事業を推進するとともに、地域

における高齢期の包括的・継続的なマネジメントを推進する。 

 

２ 事業概要 

 

○介護給付事業 

・介護サービス給付事業 

・介護予防サービス給付事業 

 

○介護予防・日常生活支援総合事業 

   ・介護予防・生活支援サービス事業 

   ・一般介護予防事業 

 

○包括的支援事業 

  ・地域包括支援センター運営事業 

  ・生活支援体制整備事業 

 

   ○任意事業 

   ・家族介護支援事業 

   ・地域自立生活支援事業 

   ・介護給付等費用適正化事業 

担当課・係 

高齢福祉課・介護保険係、介護認定係、 

      高齢者係、生活支援係、 

  認知症支援係 

庁内電話番号 

２７７２・２７７４ 

２７７６・２７７８ 

２７７９ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

環 境 市 民 部 

事 業 名 後期高齢者医療事業（特別会計） 

予 算 額 

（前年度予算額） 

９９７，０００千円 

（９１６，０００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 
７５歳以上（一定の障害があると認定された６５歳以上７５歳未満の

人を含む）の高齢者が将来にわたり安心して必要な医療が受けられるよ

うにするため、後期高齢者医療制度の安定的な運営に努める。 

 

 

２ 事業概要 

 

  制度の運営は、京都府内の全ての市町村が加入する京都府後期高齢者

医療広域連合が行っている。 

  広域連合が行うこと 

  ○被保険者の認定   

  ○被保険者証の発行 

  ○保険料の決定 

  ○医療を受けたときの給付 など 

  市が行うこと 

 ○被保険者証等の引き渡し 

 ○保険料の徴収事務及び相談業務 

 ○広域連合へ保険料や医療費負担分等の納付 

 ○葬祭費、療養費、高額療養費等の申請受付 など 

 

担当課・係 保険医療課・高齢者医療係 庁内電話番号 ２５７２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
にぎわいの創出と自然環境と共生する京都・亀岡保津川公園整備事業 

《 土地取得事業（特別会計） 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１６０，６００千円 

（２８６，０００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

レクリエーション活動や健康増進等の総合利用によるにぎわいの創

出と、アユモドキの生息環境や良好な自然環境を保全する総合公園とし

て京都・亀岡保津川公園整備を推進するために先行取得した土地の一般

会計買戻しによる譲渡等を行う。 

 

 

２ 事業概要 

 

○ 先行取得した土地の一般会計買戻しによる譲渡 
○ 先行取得した土地に係る公債費（元金・利子償還金） 

 

担当課・係 政策交通課・政策交通係 庁内電話番号 ３３５２ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

上 下 水 道 部 

事 業 名 
おいしい水を安定的に供給する水道 

《 水道事業（特別会計） 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

３，０７３，７００千円 

（２，７６６，１００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

市民生活と都市機能を支えるライフラインとして、安全・安心で良質

な水道水の安定供給のため、適切な施設の整備及び維持管理、経営の健

全化を推進する。 

 

 

２ 事業概要 

 

亀岡市水道ビジョン（平成２２年度～平成３１年度）に基づく送水 

施設・配水施設の整備を、計画的かつ効率的に実施する。 

このうち、基幹施設である浄水場などの電気設備やポンプ設備は、 

経年劣化による機能低下を避けるため更新するとともに、老朽管の耐震

化更新を順次実施する。 

 

 ○水道安定供給事業 

・南つつじケ丘第１加圧ポンプ場ポンプ盤等更新工事 

・老朽管耐震化工事 

   

 

 

 

担当課・係 
あ    水道課・施設係 

ああああ    ・整備管理係 
庁内電話番号 

３６５５ 

３６５７ 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

上 下 水 道 部 

事 業 名 
水質保全と快適なくらしを築く公共下水道 

《 下水道事業（特別会計） 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

４，１４５，６００千円 

（３，８７４，０００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

市街化区域及びその周辺地域を中心とする認可区域内で事業を実施

し、生活排水の処理を通じて、公共用水域の水質保全と生活環境の改善

を図り、快適で住みよいまちづくりを推進する。 

 

 

２ 事業概要 

 

事業認可区域内の管路網の整備を図るとともに、年谷浄化センターの

改築更新工事等を、「大阪湾・淀川流域別下水道整備総合計画」及び「下

水道長寿命化計画」に基づき実施する。 

 

  ○汚水管渠布設事業 

   ・未整備地域における管渠整備 
 
  ○処理場建設改良事業 

   ・年谷浄化センター改築更新工事（水処理棟） 

     高度処理化工事・耐震化工事・長寿命化工事 

   ・ストックマネジメント計画策定業務 
 
  ○雨水貯留施設（雨水タンク）設置事業費補助金 

 

 

 

担当課・係 
下水道課・下水道総務係・施設整備係 

・年谷浄化センター 
庁内電話番号 

3672・3674 

24－4443 
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平成３０年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

市 立 病 院 

事 業 名 市立病院事業（特別会計） 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２，６０５，０００千円 

（２，５７３，０００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

１ 趣  旨 

病院理念に基づき、公共性と経済性を考慮し、効率的な病院経営を行

うとともに、公立病院に求められる高度で良質な医療の提供と各医療 

機関との地域連携により、市民に信頼される市立病院を目指す。 
 

２ 事業概要 

○病 床 数    一般病床１００床    

○診療科目    消化器内科・循環器内科・糖尿病内科・一般内科・

神経内科・小児科・外科・整形外科・麻酔科・ 

皮膚科・泌尿器科・眼科・リハビリテーション科 

           （その他標榜科目 放射線科） 

○年間患者数   入院 ２９，２００人 

           外来 ６２，４６４人 を見込む 

○一日平均患者数 入院     ８０人 

           外来    ２５６人 を見込む 

  ○建設改良費   病棟患者モニター、内視鏡ビデオスコープ、 

３Ｄワークステーション等 

  ○主な事業目標 

   ・新公立病院改革プランの２年目を迎え、進捗状況を逐次分析する 

中で、持続可能な病院運営に努める。 

   ・医師の確保を重点課題として診療体制の充実を図り、地域包括ケ

ア病床の取組を進めるとともに、引き続き高度で良質な医療の提

供に努める。 

   ・各医療機関との地域医療連携を図り、市民向けの健康講座や医師

会との病診連携懇話会の開催、病院広報誌の発行等、市立病院の

ＰＲを積極的に行う。 

担当課・係 市立病院・病院総務課 電話番号 ２９－２６２１ 
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